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１ 制度の概要 

 

１ 制度の目的 

市民が実施する、地域に根差した文化芸術を振興する活動や文化芸術による

新たな魅力創出と地域活性化に寄与する活動など、成果が広く市民に波及する

ことが期待できる文化芸術活動を支援する制度です。 

文化芸術によるまちづくり事業として採択された事業には、市の予算の範囲

内において、事業の実施に係る経費を補助（上限額２０万円）します。 

 

２ 文化芸術の範囲 

この制度の対象となる文化芸術の範囲は、次のとおりです。 

（文化芸術基本法第８条から第１２条までに規定するもの） 

① 文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊その他の芸術（②に規定するメディア

芸術を除く。） 

② メディア芸術（映画、漫画、アニメーション及びコンピュータその他の電子

機器等を利用した芸術） 

③ 伝統芸能（雅楽、能楽、文楽、歌舞伎その他の我が国古来の伝統的な芸能） 

④ 芸能（講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱その他の芸能（③に規定した伝

統芸能を除く。）） 

⑤ 生活文化（茶道、華道、書道その他の生活に係る文化活動） 

⑥ 国民娯楽（囲碁、将棋その他の国民的娯楽） 

 

３ 事業の例 

➢ 市内在住の音楽家によるコンサート 

➢ 市内の団体が実施する文化芸術に関する体験会やワークショップ 

➢ 主に市内の団体で組織する実行委員会が実施するアートイベント 

 

４ 補助金額 

上限２０万円 

補助対象経費のうち、入場料や寄付金などの収入を引いた金額の４分の３が

補助金額となります。 

 

【補助金計算の例】 

補助対象経費３０万円、入場料等収入６万円の場合 

３０万円-６万円＝２４万円 

２４万円×３/４＝１８万円…補助金額１８万円 

 

５ 採択される事業の数 

審査により、予算の範囲内で決定します。 
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２ 申請の要件 

 

１ 対象者 

次の要件を満たす個人又は団体が申請することができます。 

【個人】 

 市内在住、在勤、在学する個人で市内に活動拠点を有するもの 

【団体】 

 ５人以上の構成員で組織し、その過半数が市内在住、在勤、在学であるも 

 の。また、団体の規約を有し、代表者の氏名及び住所が明らかであるもの 

➢ 明確な会計経理がなされるもの 

➢ 事業が完遂できると認められるもの 

 

２ 対象となる事業 

次の要件を満たす事業が対象です。 

➢ 市民の文化芸術の振興に寄与する事業 

➢ 新たな魅力創出による地域活性化が期待できる事業 

➢ 鑑賞や体験など市民参加の機会を設けることで、広く文化芸術の波及が期待

できる事業 

➢ 令和７年４月１９日（土）から令和８年３月２２日（日）までの期間に市内

で行われる事業 

 

３ 対象とならない事業 

➢ 営利を目的として実施する事業（広告・宣伝のための事業を含む） 

➢ 国、地方公共団体、独立行政法人、その他外郭団体等から財政的支援又は委

託を受けて実施する事業 

➢ 他の制度による助成等を受けている事業 

➢ 暴力団及び暴力団との関わりのある活動を行っている個人及び団体が実施

する事業 

➢ チャリティコンサート（寄附を主目的として開催するもの） 

➢ 教室（カルチャースクールを含む）、学生サークル、同好会、流派が行う稽

古事や習い事等の講習会、発表会、演習会等 

➢ 前年度及び前々年度にこの補助金の対象となっている個人又は団体が実施

する事業 

➢ 政治活動又は宗教活動を目的とする事業 

➢ そのほか、市が適当でないと認める事業 
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３ まちづくり事業補助金対象経費 

 

項目 補助対象経費の例 補助対象外経費の例 

報 償 費 

講師・出演者・出品者等への

謝礼（著しく高額でないもの

に限る。） 

補助交付団体の構成員に対し

て支払うもの 

交 通 費 

事業に係る経費（出演者の会

場までの交通費や、事業に関

する打合せ等のための交通

費など、必要最低限に限る。） 

同上 

消 耗 品 費 事務用品代 
個人の所有となる物品の購入

費 

食 糧 費 
事業当日の講師の食事代、会

議開催時のお茶代 
打ち上げや個人的な飲食費 

印刷製本費 
ポスター・ちらし・プログラ

ム・チケットの印刷費 
 

役 務 費 会場設営委託料、保険料 
電話・インターネット使用料、

備品等の修理費 

使用料及び 

賃 借 料 

会場使用料、物品のレンタル

料 

日常の練習に係る会場費、団

体の事務所等を維持するため

の経費 

そ の 他 その他、これらに類する経費 

実施事業に直接かかわりのな

い経費や社会通念上適切でな

い経費 

※令和７年度予算が成立した場合、申請者は令和７年４月１日以降に補助金の

申請を行い、補助金交付確定通知をいたします。補助金交付確定通知前に支

出を行ったものは、いかなる項目であっても補助金対象外となります。 

※領収書等により支払ったことが確認できない経費は、補助対象経費にはなり

ません。 

※領収書等の宛名は必ず補助金申請者名（個人の場合は個人名、団体の場合は団

体名）にしてください。それ以外は補助金対象となりません。 
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４ 事業提案～補助金交付～事業完了までの手続き 

※提出書類の様式は、市ホームページからダウンロードできます。 

 

１ 事前相談 

実施を検討している事業が、制度の要件を満たしているかを事前に相談し、確

認してください。 

 

２ 事業提案 

文化芸術によるまちづくり事業の提案を受け付けます。 

【受付期間】 

令和７年１月７日（火）～２月７日（金）（必着） 

 

【提出書類】 

◆ 富士見市文化芸術によるまちづくり事業提案申請書 

◆ 事業企画書 

◆ 必要経費内訳書 

◆ 団体等概要書 

※このほかにも、必要に応じて資料の提出を求めることがあります。 

 

３ 提出方法 

提出書類をそろえ、文化・スポーツ振興課窓口へ持参又は郵送で提出してくだ

さい。 

 

４ 事業の審査 

応募のあった事業については、公益性や実現性などの各種項目について、審査

基準に基づき採点し、合計点が上位の事業から採択される事業を決定します。 

審査結果については、令和７年３月下旬ごろに書面で通知します。 

※補助金額等については、令和７年度予算成立が前提であり、今後、内容等が

変更になることもありますので、予めご了承ください。 

 

５ 補助金交付申請及び交付決定 

採択されることが決定しましたら、富士見市文化芸術によるまちづくり補助

金の交付申請をしてください。 

申請書類を確認し、補助金交付決定を行います。 

 

【提出書類】 

◆ 富士見市文化芸術によるまちづくり事業補助金交付申請書 

◆ 事業計画書 

◆ 収支予算書 
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６ 補助金交付請求書提出及び補助金の交付 

補助金交付請求書を提出してください。指定された口座に、「５補助金交付申

請及び交付決定」で決定した補助金額を振り込みます。 

なお、この時点では補助金額は確定していません。事業終了後に補助金額を確

定し精算します。また、その際に返還金が生じることがあります。 

 

【提出書類】 

◆ 富士見市文化芸術によるまちづくり事業補助金交付請求書 

 

７ 補助金の交付が決定したら 

事業の成果を広く市民に波及することができるよう、事業の周知に努めてく

ださい。 

また、補助金交付が決定した事業のポスターやチラシ等に、「富士見市文化芸

術によるまちづくり事業補助金対象」と明記してください。 

なお、「富士見市後援」や「富士見市教育委員会後援」の名義使用を希望する

場合は、申請手続きが必要です。詳しくは、市ホームページをご覧ください。 

 

後援名義 申請先 

富士見市 秘書広報課 

富士見市教育委員会 教育政策課 

 

８ 事業実施 

下記の期間に事業を実施し、完了してください。 

下記の期間に確実に事業を実施できるよう、スケジュールを検討してください。

期間内に事業を完了できない場合、補助金を返還していただく場合があります。 

令和７年４月１９日（土）～令和８年３月２２日（日） 

 

９ 事業完了報告書及び補助金実績報告書の提出 

事業終了後３０日以内又は令和８年３月３１日までのいずれか早い方の日ま

でに、次の書類を提出してください。 

 

【事業完了報告書提出書類】 

◆ 富士見市文化芸術によるまちづくり事業完了報告書 

◆ 採択事業の実施内容が分かる書類（プログラム、パンフレット等） 

【補助金実績報告書提出書類】 

◆ 富士見市文化芸術によるまちづくり事業補助金実績報告書 

◆ 事業報告書 

◆ 収支決算書 

◆ 事業実施に要した経費の領収書の写し、その他支払いを証する書類 
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１０ 補助金の確定 

提出された書類を確認し、確定した補助金額を「富士見市文化芸術によるまち

づくり事業補助金確定通知書」により通知します。 

なお、補助金確定額が、「５補助金交付申請及び交付決定」で決定した補助金

額を超えることはありません。 

また、確定した補助金額が、「６補助金交付請求書提出及び補助金の交付」で

交付した補助金額を下回る場合には、差額を返金していただきます。 

 

１１ 事業採択及び補助金交付決定の取消し 

次の場合には、文化芸術によるまちづくり事業の採択及び補助金の交付決定

の一部または全部を取り消します。また、交付済み補助金の全部または一部を返

還していただきます。 

 

➢ 偽りその他不正の手段により事業採択・補助金交付を受けたとき 

➢ 補助金を他の用途に使用したとき 

➢ 事業採択・補助金交付決定の内容又はこれに付した条件に反したとき 

➢ その他、市の規定に反したとき 
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５ 審査 

 

１ 目的 

文化芸術によるまちづくり事業の審査をするにあたり、透明性・公平性・確

実な実行性を確保するため、審査基準を定めて審査を行います。 

 

２ 審査の対象 

文化芸術によるまちづくり事業申請の際に提出された書類のほか、必要に応

じて実施したヒアリングの内容も審査対象とします 

 

３ 審査の方法 

審査基準に基づき文化・スポーツ振興課で配点を行い、富士見市文化芸術振

興庁内委員会の意見を聞いて審査結果を決定します。 

 

４ 配点 

提出された書類及びヒアリングの内容に基づき、各審査項目を次の３段階で

配点します。 

 

とても良い 良い 普通 

５点 ３点 １点 

 

５ 評価 

各審査項目の合計点数により、次のように評価します。 

 

合計点 評価 

７５～６２点 Ａ 大変良い提案である 

６１～４５点 Ｂ 良い提案である 

４４点以下 Ｃ 計画の修正が必要である 

 

６ 審査結果 

評価がＡ又はＢとされた事業を対象に、合計点が上位の事業から、予算の範

囲内で文化芸術によるまちづくり事業として採択します。 
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【令和７年度 審査基準】 

 

審査項目及び審査基準 

各項目の配点 

とても 

良い 

５点 

良い 

３点 

普通 

１点 

１公益性 

①成果が広く市民に波及する    

②新たに文化芸術に触れる機会を提供するこ

とができる 

   

③地域文化の形成や地域コミュニティづくり

に効果的である 

   

④入場料金等の設定が適切である    

２発展性 

①地域活性化など、市の魅力創出が期待でき

る 

   

②文化芸術を担う人材育成が期待できる    

③文化芸術の振興が期待できる    

３計画性 

・実現性 

①計画が具体的で実現可能である    

②予算が適切に積算されている    

③実施までのスケジュールが適切である    

④推進体制が適切である    

４安全性 
①安全確保に配慮したスタッフ配置や会場選

定がされている 

   

５その他 

①新規事業又は補助金の活用により既存事業

を発展・拡大させた事業である 

   

②独創性・先進性を備えている    

③その他特筆される内容を備えている    

 



 

 

お問い合わせ・申請先 

 

富士見市 協働推進部 文化・スポーツ振興課 

 

電 話 ０４９-２５１－２７１１ 内線２５２ 

    ０４９-２５７－６３５２（ダイヤルイン） 

メール bunka@city.fujimi.saitama.jp 

郵送先 〒３５４－８５１１（所在地の記載は不要です） 

    富士見市 協働推進部 文化・スポーツ振興課 あて 


